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1 江藩『国朝漢学師承記』巻 5（鍾哲整理『国朝漢学師承記』、中華書局、1983年、90頁） 






























                                                   
3 洪榜『初堂遺稾』「戴先生行状」（民国 20年［1931年］北平通学斎影印『二洪遺稿』、京都大学人文科学研
究所蔵本） 









































































                                                   















































［1750 年］説2・乾隆 18 年［1753 年］説3という三つの見解が示されて来た。中でも乾隆 15
                                                   





2 乾隆 15年説を採用した主な研究者は、以下の通りである。 
・許承堯「戴東原先生全集序」（『戴東原先生全集』、大化書局、1978年、5頁） 





・木下鉄矢「戴震と皖派の学術」（「東洋史研究」第 45巻第 3号、東洋史研究会、1986年、105頁） 



































                                                                                                                                                                        
・楊応芹「段著東原年譜訂補」乾隆 7年条（楊応芹編『東原文集（増編）』、黄山書社、2008年、507-510
頁） 




























































































できなかったのは、この上なく残念でございました。……乾隆 15 年［1750 年］7 月。門
人戴震、頓首再拝して撰す。 
ここで注目したいのは、戴震が「【震】少知嚮慕、既数年、始獲一見、又数年、始拝先生於






















                                                   
13 黄曦「《江慎修先生年譜》証補」乾隆 15年庚午条（華東師範大学中国古典文献学碩士論文、33-34頁） 
14 蔡錦芳「戴震与江永交游考――兼析“吾郡老儒”之公案」（『戴震生平与作品考論』、3-15頁） 












これによれば、江永は乾隆 6年 8月に京師から婺源に戻り、乾隆 7年 9月には歙県の紫陽書
院で講学を行い、同年 10 月から乾隆 8 年 5 月まで江西省に滞在していることになる。だとす













                                                   
17 江錦波・汪世重『江慎修先生年譜』（『清代徽人年譜合刊』、62頁） 





















が江永に師事した時期を乾隆 10年 10月から 12年 2 月の間に絞り込む。その上で、さらに戴
震「寿序」に見える「我邑之斗山」とは歙県の斗山書院を指すと解釈して、『（民国）歙県志』

































24 黄曦「《江慎修先生年譜》証補」乾隆 15年庚午条（華東師範大学中国古典文献学碩士論文、34頁） 
























というのは、このことが念頭にあったのだろう。くわえて、程恂は乾隆 12 年［1747 年］の
郷試実施に先立ち、4 月 13 日に乾隆帝への引見の機会を得ている。35こうした点を踏まえる
                                                   
26 林勝彩「新発現戴震佚文与江、戴関系重探」（「文与哲」2005年第 6期、234頁） 
27 戴震『考工記図』巻末（『戴東原先生全集』、263頁） 
28 『戴震全書（第 2版）』第 5冊では「意謂丙寅年十二月」（463頁）という。一方、近藤光男氏は「日躔が
南河（Conis Minor 小犬）と北河（Gemini 雙子）との間にあったというから今の七月である」（「戴震の『考
工記図』について」、『清朝考証学の研究』、271頁）という。 
29 紀昀『紀文達公遺集』巻 8「考工記図序」（『続修四庫全書』第 1435冊、342頁） 
30 陳勝長「論戴震之師承問題」（「香港中文大学中国文化研究所学報」第 19期、香港中文大学出版部、1988
年、368頁） 
31 林勝彩「新発現戴震佚文与江、戴関系重探」（「文与哲」2005年第 6期、234頁） 
32 戴震『考工記図』巻下（『戴東原先生全集』、246頁） 
33 紀昀『紀文達公遺集』巻八「考工記図序」（『続修四庫全書』第 1435冊、342頁） 
34 『（乾隆）起居注』乾隆 13年戊辰 3月 6日庚寅条に、「礼部奏乾隆十三年戊辰科会試開列大臣職名進呈、
……又奏請欽点同考官一疏、奉諭旨「這同考官着斉召南・程恂……去」（中国第一歴史档案館編『乾隆帝
起居注』第 7冊、広西師範大学出版社、51頁）とある。 































                                                   
36 蔡錦芳『戴震生平与作品考論』所収。 


























































































































                                                   
49 汪梧鳳『松渓文集』「送劉海峰先生帰桐城序」（『四庫未収書輯刊』第 10輯第 28冊、148頁） 
50 程瑶田「五友記」 
51 鄭虎文「汪明経稚川家伝」（『呑松閣集』巻 32、『四庫未収書輯刊』第 10輯第 14冊、321-322頁） 
52 鄭虎文「汪明経稚川家伝」（『呑松閣集』巻 32、『四庫未収書輯刊』第 10輯第 14冊、321-322頁） 
53 鄭虎文「汪明経稚川家伝」（『呑松閣集』巻 32、『四庫未収書輯刊』第 10輯第 14冊、322頁） 
54 蔡錦芳「戴震徽州同学事迹考」（『戴震生平与作品考論』、52-56頁） 
55 劉大櫆「鄭節母伝」（呉孟復標点『劉大櫆集』巻 6、191頁） 




































58 劉大櫆「鄭節母伝」（呉孟復標点『劉大櫆集』巻 6、192頁） 
59 王灼『悔生文集』巻 6「鄭先生伝」（『清代詩文集彙編』第 431冊、498頁） 































                                                   
61 段玉裁『戴東原先生年譜』（『清代徽人年譜合刊』、266-267頁） 
62『戴震全書（第 2版）』第 6冊、531頁。 
















































70 呉定『紫石泉山房文集』巻 10「呉蕙川墓誌銘」（二松学舎大学附属図書館蔵本） 
71 胡賡善『新城伯子文集』巻 7「方晞原権厝志」（『清代詩文集彙編』第 357冊、183頁） 
72 王灼『悔生文集』巻 6「呉蕙川伝」（『清代詩文集彙編』第 431冊、499頁） 
































                                                   













































































                                                   
80 楊応芹「関於《戴氏経考》即《毛詩補伝》的考証」（「文献」1995年第 1期）を参照。 




















一 乾隆 19年から乾隆 27年までの動向 

































































8 段玉裁『戴東原先生年譜』乾隆 20年乙亥条（『清代徽人年譜合刊』、271頁）による。 








































15 王鳴韶「江慎修先生墓誌銘」「甲戌［乾隆 19年／1754年］至京師、……。逾歳［乾隆 20年／1755年］、
抄得其所著書読之、益歎其学宏肆淵深、恨不生於其郷、親接其議論也、而僅得於撰述中識先生也。」（林
勝彩点校『善余堂文集』所収、281頁） 
16 王鳴盛『西莊始存稿』巻 8「初秋陶然亭戴東原褚搢升許石雲戈芥舟姚姫伝閑眺」による。 



































22 盧文弨『抱経堂文集』巻 8「五礼通考跋【癸未［乾隆 28年／1763年］】」で、「吾師味経先生」（王文錦点
校『抱経堂文集』、中華書局、1990年、123頁）という。 




























ではない。というのも、彼は乾隆 22 年に戴震の『屈原賦注』に序文を書き、32さらに乾隆 23
年には戴震が抱えていた祖墳問題を調停するための書翰を書いているからである。33一方、戴
震の動向に目を向けると、乾隆 23 年夏の初めに揚州から徽州へと戻り、同年に歙県の呉思孝

















32 盧文弨『抱経堂文集』巻 6「戴東原注屈原賦序【丁丑】」（王文錦点校『抱経堂文集』、74頁）による。 























以前、乾隆 14 年［1749 年］に、私は戴東原と交友関係を結んだ際に、東原は私に準
望の法を語ることがあった。そこで、私はそれを学んだのだが、その詳細を理解できなか











36 微波榭叢書本『戴東原集』巻 8「与方希原書」の題注には「乙亥秋」（尊経閣文庫蔵本）とある。 







































                                                   





























二 乾隆 27年から乾隆 42年までの動向 
乾隆 27年［1762年］3月 13日、江永が 82歳で故郷の婺源で逝去した。盧文弨は乾隆 50年
［1785年］に江永の遺書の流通状況に言及し、「其著書甚多、流伝於世者尚少（その著書はと
                                                   
41 姚鼐『惜抱軒文集』巻 10「方晞原伝」（劉季高『惜抱軒詩文集』、145頁）。 
42 王鳴盛「題讓堂話別図奉送旋里」（程瑶田『譲堂亦政録』嘉定贈別詩文附録）。 






















                                                   

















50 段玉裁「寄戴東原先生書【乙未［乾隆 40年／1775年］十月】」に、「癸未［乾隆 28年］、遊於先生之門、
観所為江慎修行略、又知有古韵標準一書、与顧氏少異、然実未深知之也」（『六書音均表』、中華書局、1983
年、1頁）とある。 














































































                                                   
57 たとえば、汪梧鳳『松渓文集』「送劉海峰先生帰桐城序」に、「東原・蕊中自郷挙射芸京師於今未帰者七年」
（『四庫未収書輯刊』第 10輯 28冊、142頁）とある。 
































                                                   
60 「乾隆四十年歳次乙未［1775年］春正月、門人汪世重・孫男錦波同百拝謹識」とある。（『清代徽人年譜合
刊』、66頁） 
61 陳鴻森「王鳴盛年譜（上）」乾隆 27年［1762年］壬午条（「中央研究院歴史語言研究所」第 82本、第 4

































































『戴東原集』巻 10「六書音均表序」の執筆時期は、前者が乾隆 31年であり、72後者は乾隆 42











                                                   






































                                                                                                                                                                        























































































の考証を行った『琴音記』（乾隆 34 年［1769 年］成書）8と『濠上吟』という詩集に序文（乾
隆 35年［1770年］）9を寄せていることなどが確認できる。 












隆 32 年［1767 年］から 37 年［1772 年］までの 6 年間ほど歙県知県の職に就いていたことを
記している。14そして、張穆は張佩芳がこの期間中に行ったこととして七つの事柄を挙げてお
り、15その内の一つである『歙県志』20巻首 1巻の編纂には、程瑶田も関わっている。同書の









10 「乾隆戊子［乾隆 33年／1768年］春、余応徽州守李公招、主紫陽書院」（鄭虎文『呑松閣集』巻 27「彭
広文璞斎制義序」、『四庫未収書輯刊』第 10輯第 14冊、256頁）および「逮君游楚之明年、余将去新安、
而東原初歿［乾隆 42年／1777年］」（鄭虎文『呑松閣集』巻 32「汪明経稚川家伝」、同 322頁）による。 
11 余英時「章実斎与戴東原初晤」（『論戴震与章学誠』、上海古籍出版社、2000年、8-9頁） 




伝」、『四庫未収書輯刊』第 10輯第 14冊、322頁） 
13 「新安程孝廉易田嘗携琴来山中、為余弾陽関平之操、聴之忘倦、并出其所作琴音譜、読之心異之而弗能知
也。已而又得見兪君桐園琴譜、譜類世所共習者、而特加詳焉。桐園琴師也、易田常師之矣。」（鄭虎文『松
呑閣集』巻 26「余桐園琴譜序」、『四庫未収書輯刊』第 10輯第 14冊、234頁） 
14 「是年部選徽州府歙県知県」とあるが、張穆の自注には「【案歙方盛送府君調任合肥詩注、公於丁亥［乾
隆 32年／1767年］涖任、今年壬辰［乾隆 37年／1772年］奉調合肥、皆在二月。是府君是年雖選得歙、

































                                                                                                                                                                        
とある。 
16 『（乾隆）歙県志』（『中国方志叢書』華中地方 232、第 1冊、25-28頁） 















2 冊の『蓮飲集』4 巻を発見した。20本書は、巻ごとに「広陵吟稿巻一」（20 種 71 首）、「濠上








 作詩時期 備考 







濠上吟稿巻二 乾隆 27年［1762年］夏～ 
楚遊吟稿巻三 乾隆 28年［1763年］～ 









                                                   































                                                   

























乾隆 35 年［1770 年］、程瑶田は 46 歳で郷試に合格すると、翌乾隆 36 年［1771 年］からは
京師や武邑・豊潤などの河北地域を中心に生活することとなり、乾隆 45年［1780年］までに
僅か一度しか徽州に戻ることはなかったという。30そこで、まずは乾隆 30年代の状況として、



























留脩門。」（汪啓淑『続印人伝』巻 5「程瑶田伝」、『清代伝記叢刊』第 86冊、明文書局、1985年、435頁） 























年次 王念孫 程瑶田 備考 
乾隆30年［1765年］ 22歳 郷試合格 41歳  ×：程瑶田が京師にいない 
乾隆31年［1766年］ 23歳 会試不合格 42歳  ×：同上 
乾隆34年［1769年］ 26歳 会試不合格 45歳  ×：同上 
乾隆35年［1770年］ 27歳  46歳 郷試合格 ×：同上 
乾隆36年［1771年］ 28歳 会試不合格 47歳 会試不合格 △：可能性あり 
乾隆37年［1772年］ 29歳 会試不合格 48歳 会試不合格 △：可能性あり 
乾隆40年［1775年］ 32歳 会試合格 51歳 会試不合格 ×：「四十余年」に達していない 
嘉慶19年［1814年］   90歳 逝去 嘉慶 19年［1814年］-40年= 
乾隆 39年［1774年］ 
道光10年［1830年］ 87歳 跋文の執筆    
道光12年［1832年］ 89歳 逝去    
 












乾隆 23 年から 24 年［1758-1759 年］にかけて、私は家で墨を作っておりました。す
ると、先生は四言詩でこれを詠まれたのです。そもそも、この墨は我が友の戴東原がもた











































































































































                                                   


































                                                   
44 田漢雲点校『新編汪中集』文集第五輯、437頁。 
45 汪喜孫『容甫先生年譜』乾隆 43年戊戌条（田漢雲点校『新編汪中集』附録一、20頁） 

























め、程瑶田は乾隆 43 年に 3 月実施の会試へと向かう前に汪中と面識を得て、会試を終えた後
に豊潤へと赴いた。50一方、汪中は程瑶田と面識を得た後、6 月に銭大昕と程瑶田について語












                                                   












































                                                                                                                                                                        
左生書」、楊晋龍主編『汪喜孫著作集』中冊、中央研究院中国文哲研究所、2003年、416-417頁）とある。 
54 紀健生校点『淩廷堪全集』第 4冊（黄山書社、2009年、132頁）。なお、張其錦『淩次仲先生年譜』乾隆











































                                                   


































乾隆 60年［1795年］夏 6月 15日、歙譲堂老人程瑶田自ら序す。 
この資料については、二つの点に注目したい。まずは、第二段落で挙げられている九篇の著










著作 撰述時期（推定） 備考 




豊南草 乾隆 45年-46年 ・「辛丑［乾隆 46年／1781年］六月、瑶田在揚州得古銅剣、……其明年［乾
隆 47年／1782年］正月、余家居、汪容甫又自揚州寄余古剣一。」（『考工創
物小記』巻 5「桃氏為剣考」） 
楚遊草 乾隆 47年-48年 ・「吾座師芍陂先生為湖北按察使、招余為世弟句読師。明年癸卯［乾隆 48 年
／1783年］、先生陞山西方伯、余将従之行。」（『修辞余鈔』「方晞原詩敍」） 
武林草 乾隆 50年 ・「乾隆五十年［1785 年］居杭州、館於瑶田坐師今貴州方伯芍陂先生学松師
竹之齋、蓋世仲・育民従余遊也。」（『考工創物小記』巻 5「桃氏為剣考」） 
都門草 乾隆 51年-53年 ・「其明年春［乾隆 51 年／1786 年］、余将上京、當別去、不可無言以贈之、
況余与乃父為道義交、於死友之子、望之尤切。」（『論学外篇』巻上「杭州留
別洪生受嘉贈言」） 
疁城草 乾隆 53年-56年 ・「余司教嘉定、乾隆戊申［乾隆 53 年／1788 年］十月到官、辛亥［乾隆 56
年／1791年］解組。」（『譲堂亦政録』序） 




山居草 乾隆 59年-60年  























































































































































                                                   
























































































・『占法訂誤』序に「乾隆辛酉除日［乾隆 6年／1741年 12月 30日］程廷祚識」とある。 






















『晩書訂疑』3巻【存】 乾隆 18年 ・乾隆刻本（『続修四庫全書』第 44 冊）、皇清経解続編本、聚学軒叢書本、金陵叢書本などが
ある。乾隆刻本とは三余書屋本を指すだろう。なお、『文集』巻末の程兆恒「識青渓文集後」






『禘祫弁誤』2巻【存】 乾隆 19年序 ・東山草堂刻本があり、同書自序に「乾隆甲戌［乾隆 19年／1754年］五月朔後七日上元後学
程廷祚書」とある。 
『論語説』4巻【存】 乾隆 23年 
→道光 19年刊 
・道光 17年［1837年］東山草堂刻本（『続修四庫全書』第 153冊）、金陵叢書本などがある。 
・程廷祚『青渓文集』巻 6「論語説自序」に「是書創始於乾隆乙亥［乾隆 20年／1755年］、改
訂於丁丑［乾隆 22年／1757年］及戊寅［乾隆 23年／1758年］之春、凡四易稿」とある。 
『魯論説』4巻【存】 不明 ・『中国古籍総目』経部四書類古論語之部に「清鈔本」（経 20909752）を著録する。未見。 





































                                                   
6 『易通』の成立事情は、本書に収める序文などに記される。 





























                                                   









11 程廷祚『易学精義』「統論」第 15条（『続修四庫全書』第 20冊、599頁） 





















































































































                                                   



































                                                   



































                                                   



































































                                                   
22 袁枚『小倉山房文集』巻 4「徴士程綿荘先生墓誌銘」（『袁枚全集』第 2冊、70頁） 
23 程廷祚『青渓文集』巻 3「漢宋儒者異同論」（『清代詩文集彙編』第 269冊、38頁） 
24 程廷祚『青渓文集』巻 9「与家魚門書」（『清代詩文集彙編』第 269冊、138頁） 






































29 程廷祚『青渓文集続編』巻 6「与友人論易学書」（『清代詩文集彙編』第 269冊、238頁） 





































                                                   
32 程廷祚『青渓文集』巻 12「与家魚門」（『清代詩文集彙編』第 269冊、173頁） 



































                                                   
34 程廷祚『易通』巻首（『続修四庫全書』第 20冊、386頁） 





























                                                   
36 袁枚『小倉山房尺牘』巻 1「与程綿荘論楞厳経」に、「自幼即聞古之達人文士、靡不好楞厳経者。今生四十
年、蒙先生教以寓目。……先生礼楽論、粋然儒者之言、其妙処在発前人之所未発」（『袁枚全集』第 5冊、




38 『青渓文集』巻 3「礼楽論上」（『清代詩文集彙編』第 269冊、34頁） 







































                                                   

































                                                   












































































                                                   
1 戴震『孟子字義疏証』巻下「権」第 2条（『戴東原先生全集』、大化書局、1978年、320頁） 

























                                                   



















































                                                                                                                                                                        
巻 4「変乱大学」、『戴東原先生全集』、544頁）などとあることから、それが事物認識の不十分さを表現し
た言葉であることが分かる。 
7 戴震『孟子字義疏証』巻下「権」第 2条（『戴東原先生全集』、320-321頁） 




































































                                                   
11 戴震『孟子字義疏証』巻下「権」第 3条（『戴東原先生全集』、322頁） 






































                                                   

































                                                   
18 戴震『戴東原集』巻 6「水経酈道元注序」（『戴東原先生全集』、1068頁） 
19 「理者、察之而幾微必区以別之名也、是故謂之分理。在物之質、曰肌理、曰腠理、曰文理。得其分則有条
而不紊、謂之条理。」（戴震『孟子字義疏証』巻上「理」第 1条、『戴東原先生全集』、288頁） 





『戴震全書（第 2版）』第 4冊、502頁。なお、番号は筆者が附した。） 
22 『戴東原集』巻 6「水経酈道元注序」（『戴東原先生全集』、1068頁） 
23 「汾州府志例言」（『戴震全書（第 2版）』第 6冊、580頁） 












































































殷 16・安 19、入声韻の乙 18・遏 21、陰声の衣 17・靄 20、収脣音・陽声の音 22・醃 24、入声の邑 23・  
25を新たに区別した。 





































                                                   



































                                                   






































                                                                                                                                                                        
朱傑人・厳佐之・劉永翔主編『朱子全書（修訂本）』第 6冊、上海古籍出版社・安徽教育出版社、2010年、
20頁） 
42 戴震『経考附録』巻 4「変乱大学」（『戴東原先生全集』、544頁） 


































                                                   














































50 戴震『孟子字義疏証』巻上「理」第 4条（『戴東原先生全集』、289頁） 


































                                                   


































                                                   



































                                                   
4 焦循『雕菰集』巻 16「論語何氏集解補疏序」（劉建臻点校『焦循詩文集』、広陵書社、2009年、308頁）。 








































                                                   
8 焦循『雕菰集』巻 9「一以貫之解」（劉建臻点校『焦循詩文集』、165頁） 
9 たとえば、「重多者、悪執一也。執其多於己、仍執一也。一以貫之、何多之有」（焦循『論語通釈』「釈多」





























                                                   





12 焦循『易章句』繋辞上伝（『清経解』巻 1082、第 6冊、312頁下段） 



































                                                   
14 焦循『雕菰集』巻 9「格物解一」（劉建臻点校『焦循詩文集』、162頁） 






























                                                   






































                                                   
18 『易章句』繋辞下伝（『清経解』巻 1084、315頁上段） 











































































                                                   



































                                                   



































25 焦循『里堂家訓』巻下、第 8条（『続修四庫全書』第 951冊、529頁） 








































































                                                   
29 焦循『雕菰集』巻 13「与劉端臨教諭書」（劉建臻点校『焦循詩文集』、248頁） 
































                                                   







































                                                   
33 焦循『易図略』「原翼第七」（『清経解』巻 1109、第 6冊、453頁下段） 
































                                                   
35 焦循『易図略』「原筮第八」（『清経解』巻 1109、第 6冊、454頁中段）。また、韋編三絶と「参伍錯綜、触
類引申」との関連については、焦循『雕菰集』巻 9「読易韋編三絶解」（劉建臻点校『焦循詩文集』、171
頁）などを参照。 

































                                                   




































































































                                                   
















































戟図                        戈図 























解』第 3冊、巻 536、715頁上段）に従って改めた。 




















































































































































                                                   


















































28 『考工創物小記』巻 5「桃氏為剣考」 








































金榜「鄭注戟図」                 戴震「戟」図                戴震「戈」図 


















































































                                                   






































                                                   
38 程瑶田の『禹貢三江考』に関する見解を理解する際には、楊向奎「読程瑶田的《禹貢三江考》」（「中国歴
史地理論叢」1989年第 4期）を参照した。 
























































































































































                                                   











































































                                                   
































































































戴震は江永が乾隆 27 年 3 月に逝去すると、5 月には「江慎修先生事略状」を著しており、そ
れを持って京師に赴いた。京師ではその「江慎修先生事略状」を王鳴盛ら複数の人物に示すこ
とで、江永の学問を伝えており、特に王鳴盛には江永の墓誌銘の執筆を委嘱していた。くわえ
て、秦蕙田とともに江永の遺書である『古韻標準』と『四声切韻表』を進呈するよう取り組ん
でいた。また、この頃には同学の中でも汪肇龍と金榜とが京師を訪れており、戴震は彼らが京
師にいた人々たちと交遊関係を築いて行く上での仲介者となっていた。こうした事柄により、
戴震は乾隆 20 年代前半と変わらず、江永の学問や同学の存在を京師の人々に伝えようとして
いたことを確認した。そして、乾隆 30 年代以降に目を向けると、戴震は江永の遺書を国史館
に進呈する際には助力し、さらには乾隆 41 年には王昶に対して江永の墓誌銘の執筆を依頼す
るなど、それまでと変わらず献身的に江永の学問を顕彰し続けていたことが確認された。これ
らを踏まえた上で、いわゆる「背師」問題について考えていくと、従来の研究は戴震の著作の
中に「吾郡老儒江慎修永」と見えることに執着するばかりで、戴震が自らの死の直前まで献身
的に江永を顕彰し続けて来たことを見過ごしているだけでなく、「吾郡老儒江慎修永」と記さ
れている資料の性格について精査しておらず、戴震を批判することを目的として作り上げた見
解であることを指摘した。 
第三章「程瑶田の事跡とその評価」は、第一章の考察内容を踏まえた上で、江永の門人の一
人と目されている程瑶田の事跡や発言などから、彼が生涯を通してどのように学問に取り組み、
そして同時代の人々からどのように評価されていたかを検証することにより、程瑶田の経学者
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あるいは江永の門人というイメージについて見直しを試みたものである。 
第一節では、戴震が徽州を離れて京師に赴いた乾隆 19 年から程瑶田が教試に合格して京師
に赴くこととなった乾隆 35年までを考察の範囲としている。程瑶田は乾隆 27年に江永が逝去
した後、徽州に訪れた劉大櫆・鄭虎文そして張佩芳らとの交遊関係を築き、中でも劉大櫆に対
しては方楘如や江永の時と同じように、地縁や血縁で結びつく者とともにそろって従学してい
たことを確認した。くわえて、この時期における程瑶田の評価に着目すると、彼は鄭虎文によ
って経学ではなく「詩」を高く評価されており、程瑶田自身も経学よりは詩や時文の制作に専
念しており、後に同時期を代表するほどの経学者としての様相が窺えないことを導き出した。 
第二節では、乾隆 35 年以後の経学への取り組みと同時代人による評価に着目し、程瑶田が
どのように経学者として認められるようになったのかを追跡した。程瑶田は京師に赴いてから
当地の人々と交遊関係を築き始めていたものの、彼が経学者として認識され始めたのは乾隆
40年代前半になってからである。とりわけ、乾隆 43年に程瑶田と面識を得た汪中による評価
以降、程瑶田は優れた経学者として称賛されるとともに、江永以来の師承を受け継ぐものとし
て認識されていくものの、こうした評価はそれ以前の程瑶田の治学過程や意識を必ずしも反映
するものではないことから、同時代の人々は程瑶田の学問の一面を強調するかたちで取り上げ
ようとしていたことを確認した。 
第三節では、程瑶田が経学者としての名声を獲得して行く中でも、乾隆 35 年以前に取り組
んでいた詩や時文の制作を継続しており、こうした取り組みと彼自身の「経生芸」に対する考
え方が、彼の生まれ育った徽州商人の家柄と少なからず関わっていることを指摘した。 
下篇「客観的方法論の確立と主観性」は、戴震と程瑶田の他に程廷祚と焦循を取り上げるこ
とで、この時代における学術思想の一端を窺っていく。 
第四章「程廷祚の後半生における学問」は、程廷祚が乾隆元年に『易通』の執筆に着手して
以降、続々と経学関連の書物を著していることから、程廷祚の学問を特徴づける要素の一つに
経学があったことを確認し、程廷祚の解釈理念を検討した。 
第一節では、程廷祚は『易通』を著していた頃に、『周易』に対して理解を深めるだけでな
く、他の経書との関連性についてまで模索していたことから、そこで示された天人観や世界観
などに注目し、程廷祚が経学に取り組んで行く上での考え方がどのようなものであったのかを
考察した。これによると、程廷祚は万物生成の要素である乾坤と易簡の関係に本づいて自らの
世界観・人間観を構築していたことが分かった。具体的には、人間は乾坤から賦与された性命
を備えた存在であるが、乾坤の性質である易簡をありのままに現していくことが出来ない場合
がある。そのため、程廷祚は宋儒や仏老二家が人間の日常的な行いに価値を見出そうとしない
が、それは乾坤や易簡の関係を見失った見解であるとして斥け、むしろ外的な事物に惑わされ
ないように取り組むことで、乾坤の性質である易簡を「人道」「人心」にありのままに現して
いくことが必要であると主張する。 
第二節では、程廷祚の解釈理念とともに、彼がどのような関心から経学に取り組んでいたの
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かということについて分析した。まず、程廷祚は『易通』の執筆に際しては、「以経解経」と
いう理念を導入していることを確認した。程廷祚は、この「以経解経」について、経書全体を
相互に関連づけながら解釈するための手法と見なすとともに、経書に込められた聖人の意図を
捉えて行くための方法でもあると考えていた。こうした手法は当時にあって漢学を唱導する者
への批判を意図したものであった。その上で、程廷祚がどのような関心から経学に取り組んだ
のかを検討した。具体的には、『易通』執筆時においては『周易』と詩書との関連性が意識さ
れていたが、乾隆 20年代になるとそこに『論語』や礼楽との関連性をも見出すようになった。
程廷祚は礼楽が天から賦与された人体の機能に本づいて生み出されたものであるとの見解を
示しており、『易通』における世界観や人間観を礼楽に見出していこうとした。そして、『論語』
を解釈して行く中で、孔子の事跡として、詩書に礼楽の要素を込めたことや、十翼の作成と春
秋の編修により「一時之王道」「万古之人道」を示したことを顕彰する。これは太古以来、人々
を教化してきたものを孔子が集大成したことを示すものである。 
第五章「戴震の「一貫」解をめぐって」は、戴震の考証学者としての面と思想家としての面
を包括的に捉え、戴震の目指した学問の在り方を探っていくことを目的として、『論語』に見
える孔子の「一以貫之」（以下、「一貫」と略称する）という言葉に対する解釈と、戴震が学術
理念を語る際に用いる「貫」字とについて検討を行うものである。 
第一節では、『論語』里仁篇と衛霊公篇に見える「一貫」に対する解釈について分析した。
これによると、戴震は里仁篇の「一貫」を人間の日常的な行動の在り方（「行」）について述べ
たものと見なした上で、「仁礼義」という究極の状態にまで向上させることを求めるものと解
釈した。一方、衛霊公篇の「一貫」を人間の事物認識の在り方（「知」）について述べたものと
見なしたうえで、「聖智」に到達すべく「心知」を明らかにすることを求めるものと解釈した。
従来の研究においては、胡適氏ら複数の研究者は衛霊公篇の解釈に示された「心知」が「聖智」
を実現することを戴震の「一貫」と見なしていた。確かに戴震は「心知」を重視する考え方を
持っていたが、「一貫」解釈そのものにおいては、「行」と「知」がそれぞれ究極の状態を実現
することを求めており、決して「聖智」の実現だけを求めているわけではなかった。また、水
上雅晴氏は里仁篇と衛霊公篇の「一貫」を考拠と義理の一貫を主張したものと見なすが、「一
貫」解釈の趣旨とは直結しない資料を参照し、戴震の主張からは逸脱した結論を導き出したも
のであることを確認した。 
第二節では、経書解釈を六経孔孟の「道を聞く」ことと位置づけた戴震が、それを自らの「心
知」を明らかにすることとどのように結びつけていたのかということについて、戴震の具体的
な考拠の成果に見える「貫」字を手がかりに考察を行った。戴震の『水経注』の校訂作業や古
音学などにおける「貫」字の用例を分析すると、戴震は「貫」という言葉について基本的に規
則性を獲得するという意味で用いながら、個別の物事における秩序や規則性を獲得する場面の
他に、体系相互の中に規則性を見出す場面でも用いていたことが確認された。その上で、「道
を聞く」こと「心知」を明らかにすることとの関連を探ると、「貫」を追求することで学者自
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身の見識が「十分」状態にまで向上し、それにより聖人の「道を聞く」ことが出来ると考えら
れていたことがわかった。つまり、戴震にとって考拠は、経書への没入といった面だけでは捉
えられず、現実社会に向き合った「心知」の在り方を念頭に置いたものであった。 
第三節では、現実社会において、戴震がどのように事物認識を行うべきと考えていたのかを
検討した。戴震はあくまでも物事が置かれた状況を十分に観察しながら、それらに対して普遍
的な認識を示していくことで、物事の全体を認識する「貫通」を実現できると考えていた。 
第六章「焦循の「一貫」解をめぐって」は、焦循の「一貫」解釈の内容を検討するとともに、
焦循の学術思想構造全体の中で「一貫」がどのような意味を持つのかを検討した。 
第一節では、焦循が『論語』に見える「一貫」をどのように解釈しようとしたのかを分析し
た。焦循は里仁篇の記述から、孔子のいう「一貫」とは曾子が述べたように「忠恕」という意
味であり、具体的には「成己以及物」すなわち「修己治人」について述べたものであると理解
した。その上で、焦循はこの「修己治人」について、「修己」と「治人」が互いに依存し合う
関係にあり、「神」なる状態において、これを実現できると考えていたことを導き出した。 
第二節では、焦循が「修己治人」の観点から孔子の「一貫」を解釈していたのは、『論語』
の本文に即して「一貫」を読み解こうとしたからだけではなく、孔子の「一貫」を歴代聖人た
ちの「修己治人」の中に組み込んでいこうとしていた意図があったことを確認した上で、『周
易』繋辞伝に見える「通徳類情」と「通変神化」の解釈を手がかりに、焦循のいう「神」につ
いて検討を行った。まず、「通徳類情」の検討により、焦循は「神」を全ての人間が生まれな
がらに備え持つ認識・判断能力と理解していることを導き出した。こうした認識・判断能力は
人間の性が善である根拠ではあるものの、後天的な教化を受けなければ、その能力を十分に発
揮し得ないとも考えていた。次に、「通変神化」の検討により、「神」は特定の在り方に固執し
て対処するのではなく、周囲との関係から全体的に判断を下し、さらには時々刻々と変化する
状況に応じて、常にその場に適した判断を下すものであると考えていたことを導き出した。「通
徳類情」と「通変神化」とは統治の形態としては異なるものの、人々の「神」の能力を向上さ
せることで、人倫秩序の維持に寄与するという点では共通していることから、焦循は「修己治
人」の在り方を形式的に定まったものと見ているのではなく、個々の状況に応じて「神」を具
体化して行くことと考えていたことが分かるのである。 
第三節では、焦循自身が「修己治人」を自らの課題としてどのように捉えていたのかを明ら
かにするために、彼の学問観との関連性について検討を行った。焦循は一般的に考拠学者と見
なされているものの、彼自身は「考拠」に対して「執一」「害道」などと称して批判的な見方
を示していた。彼は孔門における教えがそうであったように、学問は「考拠」ではなく「経学」
として在るべきと言うのである。その経学について、焦循は次のような考え方を持っていた。
まず、具体的な手法としては経文を軸に据えつつも、様々な学問領域に補完的な意義を認める
とともに、全体から個々の関係を究明し、個別に系統立てて分析することを主張する。ただ、
焦循は「経学」に対して経書を解釈するためだけの取り組みとは考えておらず、聖人や歴代著
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述者らの「性霊」に共鳴することに意味を見出していた。その上で、「経学」上の手法を用い
て聖人の意図を捉えて行くことに「修己」としての性格を認め、かつ後世の人々が聖人の「性
霊」と共鳴するのを促すために書物を著していくことに「治人」としての性格を認めていたの
であった。 
第七章「程瑶田の学問における「目験」の意義」は、程瑶田の学問的な特質と見なされてい
る「目験」に着目し、程瑶田が「目験」という手法をどのように運用し、またそこにどのよう
な価値を見出していたのかを検討した。 
第一節では、『考工創物小記』に見える戈・戟と剣の考拠における「目験」を取り上げた。
程瑶田は当時において目睹し得た考古学的遺物を用いつつ、『周礼』考工記の本文の読解を試
みることで、鄭玄の解釈が漢代の遺物から類推したものに過ぎないことを導き出すとともに、
戴震や金榜ら同学の解釈も考工記に託された聖人の意図を読み解くには至っていないと指摘
する。ただ、程瑶田自身は考工記の記載を信じるが余り、その記載内容と遺物との相違に直面
した際に、例外的措置を設けたり、留保の態度を示したりするなどして、考工記の完善性を維
持しようと努めていたことを確認した。 
第二節では、『禹貢三江考』における「三江」解釈に見える「目験」を取り上げた。程瑶田
は金榜と戴震の三江に関する議論に不満を覚えたことで本書を著すに至った。そして、程瑶田
は禹貢本文の検証を通して、三江は三条の川ではなく一条の川であるという結論を導き出した。
こうした結論から分かることは、程瑶田が金榜や戴震に不満を覚えたのは、三江をどう解釈す
るかということだけでなく、三江を解釈する上で資料の面でどのように検証するのかを問題視
していた。すなわち、程瑶田は禹貢には禹の治水事情の成果が反映しており、他書とは性格が
異なることを示そうとしたのであった。 
 
 
